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             発行 相模原市総務課市史編さん室 

 
 
                            2003.1.7 
 

呉市史編さん事業視察報告 
 
呉市は明治２２年（1889）に鎮守府（海軍の根拠地として全国４か所に設置）

が置かれ、さらに多くの戦艦等の建造に当たった呉海軍工廠が設立されたこと

から、軍港都市としての歴史を歩むこととなります。終戦後は、米占領軍や英

連邦占領軍（オーストラリア軍を中心に、イギリス、インド、ニュージーラン

ド軍により構成）が進駐し、昭和２５年（1950）朝鮮戦争が起きると、占領軍

に加え国連軍（英連邦朝鮮派遣軍）が駐留し、昭和２７年（1952）サンフラン

シスコ講和条約発効後は、国連軍が昭和３１年（1956）まで駐留していました。 
相模原市にも昭和１２年（1937）に陸軍士官学校をはじめとする陸軍の施設

が設置され、終戦後はそれらの施設に米占領軍が進駐し、現在もその多くは日

米安全保障条約とそれに基づく日米地位協定により米軍基地として使用されて

います。 
今回の視察はこうした、「軍都」、「占領軍の駐留」という相模原市と共通の歴

史を持つ呉市の市史編さん事業について、お話を聞きました。 
呉市では、戦後の混乱期や復興期の様子を明らかにする資料が余り残されて

いなかったことから、その時期の資料を収集するために、占領軍として進駐し

ていた国への調査を行うこととなり、昭和６３年（1988）からオーストラリア、

ニュージーランド、アメリカにおいて資料調査をしてきました。その結果、オ

ーストラリア戦争記念館をはじめとする各国の機関において、占領軍の活動報

告等の文書や写真、フィルム等多くの資料を収集し、さらに、元駐留軍関係者

から、個人的に撮影した写真を数多く収集することができたということです。 
 こうして、海外で収集された貴重な資料により、占領当時の街の様子、人々

の生活の様子が明らかになり、その

成果は「呉市史」や写真集「呉の歩

みⅡ 英連邦軍の見た呉」等にまと

められ、市民から高い評価を受けて

いるということです。 
(主査 小原 隆) 

写真：旧呉鎮守府司令長官官舎(国指定重要

文化財) 明治２２年に軍政会議所として建

てられ、２５年から鎮守府司令長官官舎とし

て使用される。３８年の芸予地震で崩壊後に

再建され、戦後は昭和３１年まで占領軍の司

令官官舎として使用されていた。 
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資料紹介 ～上溝・今井家寄贈資料から～ 
 
右の写真は、今井家資料に

含まれていたチラシ（部分）

です。B５判ガリ版刷りで、「近

年とみに、クリスマス・ツリ

ーや門松を立てる習慣が行わ

れておりますが、（中略）年末

年始に当って互にその使用を

止め（中略）本運動に御協力

願います」とあります。 
昭和３０年代に全国的な展

開をみる新生活運動は、その

始まりが昭和初期にさかのぼ

ります。農山漁村の経済更生

を目的としたその運動は、終

戦後、「新日本の建設」を目標

に掲げ、国の支援により生活

改善普及事業として、新たに

推進されていきます。相模原

には、その拠点のひとつとし

て、「相模原町上溝生活改善委

員会」が昭和２４に設置され

ていたことが、今井家資料か

らわかりました。 
写真のチラシには、年代の記載はありませんが、資料の状態や内容から、こ

れらの運動の中で発行されたものと考えられます。生活のむだを省き、ぜいた

くを慎み、合理的な生活の確立を目標に掲げた倹約の対象が、クリスマスや正

月の慣習にまで及んでいた当時の様子が伺えます。 
今井家資料は、昨年度収集分の整理作業がす 

上溝・今井家寄贈資料点数    べて終了し、資料総点数は 3 万点を超えました 
（左表）。また、このチラシのような市民生活に 
関する資料のほか、市制施行（昭和 29 年）記念 
事業に関するものや基地問題に関わる資料など 
その内容も多岐にわたっています。市民の方か 
ら寄贈を受けた資料ひとつひとつに残されてい 
る情報は、戦後相模原の変化を、くらしの視点  
から伺い知るための重要な手掛かりとなりそう  
です。 

（調査員 五味 ゆかり） 
  

分 類 点 数
図 書 688

た よ り 5,0 11
新 聞 3,3 12

チ ラ シ 1,3 45
写 真 7,2 22

郷 土 史 1,1 74
社 会 教 育 8,5 57

体 育 1,3 87
行 政 523

そ の 他 1,3 75
合 計 30,5 94
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◇市史編さん審議会及び市史編集委員会を開催 
 
 １２月４日(水)、平成１４年度第２回市史編さん審議会を開催しました。新委

員松﨑笙子氏（女子美術大学芸術学部教授）の委嘱式の後議事に入り、事務局

が「市史編集委員の委嘱及び第１回編集委員会の開催結果について」「現代図録

編編さん作業の進捗状況について」「事務室の建設について」「市の財政状況に

ついて」説明をしました。委員からは市の財政状況を考慮して現代図録編の刊

行時期を心配する声が出ましたが、平成１６年１１月刊行で変更がない旨確認

しました。 
 また１２月１３日(金)、第２回市史編集委員会を開催しました。事務局が、現

代図録編編さん作業の状況として、執筆者打合せ会の内容、写真収集の状況を

報告したほか、市の財政状況についての説明をしました。実際に他市の図録編

を手に取りながら本のサイズや、取り上げるテーマについて検討し、各委員か

ら「サイズはＡ４でソフトカバーが良い。」「市域の都市化、近代化のダイナミ

ックな変化が感じられる内容で、見る・読む・イメージする、という形で伝え

られるものが良い。」等、活発な意見交換が行われました。 
 次回は審議会、編集委員会ともに、３月に開催する予定です。 
                          (主任 増島 亮子) 
 
 

前市史編集室の写真から 8 
 
今回は昭和４１年に撮影

された上溝地区本町の様子

です。道路は主要地方道相

模原・茅ヶ崎線で写真奥が

作の口方面になりますが、

昭和４６年に国道１２９号

に上溝バイパスが完成する

までは自動車の交通量が多

く、昭和４２年の新聞記事

には、「歩行者、毎日ヒヤヒ

ヤ」という見出しがあるほ

どです。 
近年、狭かった歩道も拡張され、カラー舗装になり、

アーケードも無くなるなど(左の写真)、町並みも変化

してきました。 
夏祭りの時などをはじめ、上溝の中心商店街として  

今でも賑わいを見せています。 
(主任 方波見 淳) 
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  編さん室の動き （１１月～１２月） 
月 日 内        容 
１１  １ 

 
 ２ 
 ７ 

 
 ９ 
１３ 
１５ 
１９ 
２１ 

 
２２ 
２６ 
２９ 

市史編さんだより第９号発行 
県立公文書館へ資料調査(小原主査・小田原調査員) 
西門商店街の魚信へ資料調査(小原主査) 
神史協講演会に参加(県立公文書館／小田原・五味調査員) 
グループウェア(庁内ネットワーク)工事実施 
市史講演会開催(講師：神崎特別顧問) 参加者１５４人 
第２回現代図録編執筆者打合せ会開催 
編集委員会町田委員と自然編(地形地質関係)の内容について打合せ 
磯部宮際遺跡 E 地点出土品確認(河本学芸員) 
県立公文書館へ資料調査(小田原・五味調査員) 
刊行計画等についての主管会議開催(本庁) 
市内米軍施設視察(編集委員７人・現代図録編執筆者２人参加) 
博物館収蔵生活資料等写真撮影(３０日まで) 
事務室工事着工 
町田市田端遺跡視察(河本学芸員) 

１２  ４ 
 
 

 ５ 
 ６ 
１０ 
１３ 
１７ 

 
１９ 
２５ 
２７ 

平成１４年度第２回市史編さん審議会開催 
平成１５年度予算財務課ヒアリング 

(本庁／安立室長・田所主幹・井上副主幹・方波見主任) 
神史協研修会に参加(伊勢原市こども科学館／井上副主幹・河本学芸員) 
県立公文書館収蔵写真資料の複写について打ち合わせ(小原主査) 
国立公文書館、昭和館へ資料調査(小原主査・五味調査員) 
第２回編集委員会開催 
広島県呉市市史編さん室・山口県史編さん室へ視察調査 

(小原主査／１８日まで) 
くにたち郷土文化館へ特別展視察調査(方波見主任・増島主任) 
定期監査(本庁／安立室長・田所主幹・井上副主幹・方波見主任) 
読売新聞に「市史編さん室・公文書整理に奮闘中」の記事が掲載される 
仕事納め式(本庁) 

 
☆市史編さん室の新しいスタッフです。 
笠原靖子(かさはら・やすこ)臨時主事補・・・仕事の中で、相模原市の歴史とと

もに、自分の幼少時代を思い出しとても懐かしく感じています。１２月からた

った 2 か月間のお仕事ですが、微力ながら職員の皆さんのお手伝いができれば

と思います。 
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